








小渋ダムは、洪水調節、かんがい、発電を目的とする多目的ダムとして
昭和４４年に管理を開始した高さ１０５ｍのアーチ式コンクリートダムです。

Ｓ５７･Ｓ５８洪水に代表される多量の土砂
流入により、貯水池の土砂堆積が進行して
います。貯砂ダムに溜まった土砂を掘削し
てきましたが、このままでは、ダム機能が
維持できない恐れがあります。

☆課題 １☆課題 １

土砂がダムに止められてダム下流に流れ
なくなったため、川底が下がり、大きな
玉石ばかりの見た目が単調な川へと様子
が変わってきています。

☆課題 ２☆課題 ２

小渋ダム諸元

完成 昭和４４年 目的 洪水調節 1,500m3/s

河川名 天竜川水系小渋川 ⇒ 500m3/s

型式 アーチ式 農業用水 1.81m3/s

コンクリートダム （松川町、豊丘村、

流域面積 288km2 喬木村、飯田市 ）

総貯水容量 58,000千m3 発電 最大10,500kW

利水容量 29,100千m3 （長野県企業局）

ダム貯水池に貯まった土砂の掘削の他に、大量の土砂を含んだ洪水を、ダム貯水池を経
由せずに土砂バイパストンネルでダム下流河川に流す等の堆砂対策を実施しています。

洪水時に流下する土砂
の内、粗い石を捕捉
します。

土砂を含んだ洪水を
バイパストンネルへ
導きます。

常に水を流し、
魚等が昇りやすい
ようにします。

バイパストンネルに
流入する洪水の量
を調節します。

洪水時に流入した流木が
バイパストンネルに入るの
を防ぎます。

天竜川流域界

呑口

吐口

平成２８年度試験運用開始予定

大量の土砂を含んだ洪水を、ダム貯
水池経由せずに、土砂バイパストン
ネルでダム下流河川に流すことで、
以下の目的を達成します。

①ダム貯水池の堆砂進行を抑制
します。

②ダム下流河床の粒度分布を改善
します。

土砂バイパストンネルの目的

置土実験

大量の土砂を含んだ洪水をダ
ム貯水池を経由せずに下流河
川に流します。

土砂バイパストンネルの機能

第３貯砂堰

分派堰

魚道

流木ハネ

呑口工

小渋ダム
土砂バイパストンネル

第2貯砂ダム

生田堰堤

梅雨期制限水位

計画堆砂量 2000万ｍ3

現況堆砂量 1560万ｍ3

現況 元河床 計画

第３貯砂堰
第２貯砂ダム

分派堰

現在の河床

元の河床

小渋ダム 洪水時満水位
常時満水位

計画堆砂高

四徳川

小渋川

小渋ダム

2.0 km 5.0 km 7.0 km

（大きな石ばかり状態から砂等
も混じった状態にします。）

小渋ダム土砂バイパストンネル事業概要小渋ダム土砂バイパストンネル事業概要【直轄堰堤改良事業】
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事業概要

事 業 区 分 堰堤改良事業

河 川 名 一級河川 天竜川水系 小渋川

事 業 名 小渋ダム土砂バイパストンネル事業

事業箇所名 長野県下伊那郡大鹿村
～長野県上伊那郡中川村

全体事業費 １４，３８０百万円

事業化年度 平成１２年度

事業の経緯

平成21年 3月20日 トンネル工事着手

平成21年 8月 1日 本坑 掘削 着手

平成24年 3月30日 本坑 貫通

平成24年 1月28日 管理用トンネル 完成

平成25年 9月16日 本坑 3,944ｍ 完成
呑口本体工 完成

平成26年 7月 流木ハネ 着手

平成26年 8月 本坑 残54m 覆工着手

平成27年 3月 呑口 開閉装置 完成

平成27年 10月 本坑 残54m 完成予定
流木ハネ 完成予定

平成28年度 試験運用開始 予定

トンネル概要

計画放流量 370m3/s

トンネル
（本坑）

形式 一般部 馬蹄型
呑口部に一部幌型

延長 約4,000m
(3,998m)

断面 平均 61.6㎡

高さ 7.20m

幅 7.90m(底幅6.56m)

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度 覆工 21N/mm2
水路部 50N/mm2

トンネル
（管理用）

形式 幌型

延長 170m

高さ 5.15m

幅 4.00m

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度 18N/mm2

本坑本坑

事業全体 呑口の状況

吐口の状況

呑口

吐口
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平成27年 3月 26日 現在

赤線部 当年度工事

呑口本体

赤線部 当年度工事

イメージ図

計画平面図

計画平面図

吐口正面 管理橋下流 下流より

第３貯砂堰分派堰
管理用施設

管理用トンネル
土砂バイパストンネル

小渋ダム土砂バイパストンネル事業進捗状況小渋ダム土砂バイパストンネル事業進捗状況【直轄堰堤改良事業】
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平成27年 6月 25日 現在
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トンネル内



小渋ダム土砂バイパストンネル事業概要小渋ダム土砂バイパストンネル事業概要
小渋ダムは、洪水調節、かんがい、発電を目的とする多目的ダムとして
昭和４４年に建設された高さ１０５ｍのアーチ式コンクリートダムです。

直轄堰堤改良事業

Ｓ５７･Ｓ５８洪水に代表される多量の土砂
流入により、貯水池の土砂堆積が進行して
います。貯砂ダムに溜まった土砂を掘削し
てきましたが、このままでは、ダム機能が
維持できない恐れがあります。

☆課題 １☆課題 １

土砂がダムに止められてダム下流に流れ
なくなったため、川底が下がり、大きな
玉石ばかりの見た目が単調な川へと様子
が変わってきています。

☆課題 ２☆課題 ２

（松川町、豊丘村、コンクリートダム

最大10,500kW発電58,000千m3総貯水容量

喬木村、飯田市 ）288km2流域面積

1.81m3/s農業用水アーチ式型式

（長野県企業局）29,100千m3利水容量

⇒ 500m3/s天竜川水系小渋川河川名

1,500m3/s洪水調節目的昭和４４年完成

小渋ダム諸元小渋ダム諸元

ダムに貯まった土砂の掘削の他に、ダム湖に流入する土砂を減らし、ダム下流河川へ
土砂を流すなど、上下流の土砂のバランスを考慮した対策を実施しています。

洪水時に流下する土砂
の内、粗い石を捕捉
します。

土砂を含んだ洪水を
バイパストンネルへ
導きます。

常に水を流し、
魚等が昇りやすい
ようにします。

バイパストンネルに
流入する洪水の量
を調節します。

洪水時に流入した流木が
バイパストンネルに入るの
を防ぎます。

天竜川流域界

呑口

吐口

平成２８年度試験運用開始予定

洪水時に発生する土砂の一部を洪水に
乗せ、ダム湖を経由せず、ダム下流に
流下（バイパス）させることで、以下
の目的を達成します。

①ダム貯水池の堆砂進行を抑制し、
ダムの有効容量を確保する。

②ダム下流河床の粒度分布を改善
し、河川環境の健全化を図る。

土砂バイパストンネルの目的

土
砂
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル

置土実験

洪水時に発生する土砂の一部を
洪水調節放流に乗せ、ダム湖を
経由せずダム下流へ放流します。

土砂バイパストンネルの機能

第３貯砂堰

分派堰

魚道

流木ハネ

呑口工

小渋ダム

土砂バイパストンネル

第2貯砂ダム

生田堰堤

夏季制限水位

計画堆砂量 2000万ｍ3

現況堆砂量 1560万ｍ3

現況 元河床 計画

第３貯砂堰第２貯砂ダム
分派堰

現在の河床

元の河床

小渋ダム 洪水時満水位
常時満水位

計画堆砂高

四徳川
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小渋ダム土砂バイパストンネル工事状況小渋ダム土砂バイパストンネル工事状況
直轄堰堤改良事業

平成25年度
小渋ダム土砂バイパス吐口整備工事

平成25年度
小渋ダム土砂バイパス呑口整備工事

平成20年度
小渋ダム土砂バイパストンネル工事

平成25年9月20日完成

土砂バイパストンネル 約４０００ｍ

管理用
トンネル

呑口本体

管理用トンネル

工事中完成 工事中完成

工事中

完成

本坑
平成20年度
小渋ダム土砂バイパス
トンネル工事

完成完成

平成25年度
小渋ダム土砂バイパス
吐口整備工事

平成25年度
小渋ダム土砂バイパス
呑口整備工事
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工事中工事中

平成２５年１１月２９日現在

平成２５年１１月２８日現在
請負業者

大成建設（株）

請負業者

田島建設（株）

請負業者

大協建設（株）
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